
五
七
五
ス
ケ
ッ
チ

感
謝
を
込
め
て

水
野
謙
二



はじめに

自分の俳句の技量はまだまだであり、人様に俳句を披露するとは身の程知らずだと思ってい
ます。しかしながら、俳句づくりを通じて自然をはじめいろいろなものがよく見えるように
なり、季節の小さな変化にも感動を覚えたりして、心がとても豊かになった気がしていま
す。生命の不思議に感動し、自然の恵みに感謝するようになりました。日の出に思わず手を

合わせ、満月を美しいと感じ、生徒の喜びを我が喜びとすることなど、おそらくこれが彼我
一体の発露といえるものではないだろうかと思っています。私は星城中学及び星城高校で七

年間お世話になりました。創立者の石田鏇徳先生の建学の精神である彼我一体の教えの下で
教育に携われたことを大変ありがたく思っています。本校でこれまで接していただいた皆様
お一人おひとりに心から御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。
これからも俳句づくりを、五七五という制限された形式での私（わたくし）表現の場とし

ていくつもりです。また、日本人の精神性や美意識の源流とも言える「もののあはれ」や

「をかし」に通じる感性を大切にしていきたいと考えています。私の母校の先輩で詩人の茨
木のり子さんの詩に「ぱさぱさに乾いてゆく心を人のせいにはするな、みずから水やりを怠

っておいて」という一節があります。俳句づくりを通じて心の水やりを続け、自分の感性を
豊かにしていけたらと思います。拙句に対してご指導を賜れば幸いに存じます。
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あとがき

世界のトヨタのお膝元という土地柄と岡崎市が生んだ鉄鋼の父、本多光太郎博士やダ－ウィ
ン賞に輝いた遺伝学者の木村資生博士、さらには岡崎自然科学研究機構の存在もあって、私
がかつて勤務した岡崎高校ではエンジニア、理系の研究者、学者の道や医師をめざす生徒が
多くいました。在職していた二十二年間に科学の発展に寄与できる人材を育て、天下国家を
論じ使命感を持って世のため人のために尽くすことのできる人材を育てることが、岡崎高校

の使命だという思いが職員の間に形成されてきました。体育や芸術も含めてすべての教員が
情熱と誇りを持って教育活動にあたれることに喜びを感じていたように思います。

英語教師として、私はＴＩＭＥ誌の記事から英語の伝統文法では説明できない言語事実を
見つけ、その理由を生成文法の立場で深層構造から解明することの喜びを仲間と共有し考察
の結果を論考として発表し合いました。また、英語のリ－ディング力とリスニング力の相関
についてチ－ムで研究をし、ついには独自教材を開発しました。伝統校ですが、若い教員の
多くが自分たちは学校づくりを担っているんだという気概を持っていました。学校では次代

を担う若者を相手に楽しく授業をさせてもらい、趣味では山岡荘八に始まり司馬遼太郎や藤
沢周平などの歴史小説や時代小説を愛読する生活をしていました。

平成十四年（二00二年）、縁あって俳誌「白桃」主宰の齋藤朗笛先生の教えを受けたのが
俳句との出会いとなりました。すでに句集を上梓している旧知の冨本のりお氏の勧めもあっ
て平成二十六年（二0一四年）から本格的に俳句を始めました。平成二十七年一月に古田紀

一先生が主宰する「夏爐」の同人にしていただき、未熟ではありますが現在に至っていま
す。六十歳過ぎからの手習いですが、「日残りて昏るるに未だ遠し」という三屋清左衛門の

心境を思いつつ、自分らしく精進したいと思います。
令和二年三月吉日
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